
マイ・タイムラインを作成すると

わかること

リスクを認識できる

自宅の浸水深がわかる

避難場所まで近いか、遠いかわかる

土砂災害警戒区域等に入っているかわかる

いつ、どうやって逃げるかがわかる

何を持って行くか

いつ、だれと逃げるか

どのタイミングで逃げるか

どこへ逃げるか

危険な場所を避けて逃げるには

いざという時、ご自身の行動
が想定できます

『弥彦村マイ・タイムライン』
記入の仕方

～弥彦村マイ・タイムラインを記入する時
の参考にしてください～

土砂災害や洪水等の自然災害は突然発生しません。

災害が発生するまでには時間があり、その間に多くの情報を得
ることができます。

『マイ・タイムライン』は避難完了までの限られた時間のなかで、
「いつ」、「何を準備して」、「どのタイミングで」、「どこに逃げるか」
をあらかじめ決めておき、危険が迫った時に落ち着いて避難する
ためのものです。

天気予報等から

気象情報を得る

台風や雨雲が徐々に

近づき雨が強くなる

土砂災害や洪水が

発生

『マイ・タイムライン』 作成での注意点

●台風や大雨は自然現象です。天気予報通りに進むとは限りません。
『マイ・タイムライン』はあくまで行動の目安としましょう。

●避難を考えたとき、高齢者、障がい者、乳幼児の手助け等、できることを考えま
しょう。家族だけでなく、ご近所や地域の中で考えることも重要です。

● 『マイ・タイムライン』は一度作れば終わり、というものではありません。

お子様の成長など、家族内の状況の変化、家族構成の変化があった時など時折
見直し、避難方法を再確認しましょう。

🔹なぜ 『マイ・タイムライン』 を作るのでしょう？



※ハザードマップが無い場合は、弥彦
村ホームページでも確認できます。

※役場には、紙のハザードマップがあ
りますので、お気軽に総務部防災課
までお越しください。
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●避難所に避難する場合
お年寄りや乳幼児等避難に時間がかかる人がいる
場合は、「高齢者等避難（警戒レベル３）」で避難。
それ以外の人は、危険を感じたら早めに避難し、
「避難指示（警戒レベル４）」で全員避難。
（浸水しない地域への広域避難も有効です）

●在宅避難や親戚知人宅に避難する場合
それぞれ適切なタイミングで避難しましょう。

２０ （弥彦中学校へは１０分）

車（弥彦中学校へは徒歩）

親戚の○○さん家・弥彦中学校

警戒レベル３で
危険を感じたら避難

✓

避難場所や距離等により、避難のタイミングが
異なるので、自宅以外に避難する場合は、雨が
強まる前に避難を開始しましょう。

近所に避難を呼びかける
インターネットで川の水位を確認

避難することを想定して記入し、この他に必要
な準備がある場合は、空欄に記入しましょう。

外出している家族がいれば連絡をとる

これらの情報は目安であり、必ずしも時間通り、
順番通りに発表・発令されるわけではありません。

備蓄品の置き場所は２階寝室
避難の時、□□さんに声をかける

家族の他、近所の人に
ついても確認

近所の□□さん

非常時持出品・・・避難所に避難するときに持っていくもの
「備蓄品」・・・非常時のために家に保管しておくもの
（非常食と水は３日分を準備しましょう）

１.親戚の○○さん家 ２.弥彦中学校

●浸水深が０ｍの場合 → 避難の必要なし
●浸水深が0.5ｍ未満、0.5~3.0mの場合
→ 自宅が平屋建の場合は避難所等への避難

２階建の場合は垂直避難
●浸水深が3.0m以上
→ 避難所等へ避難

※「土砂災害警戒区域」にある場合は、浸水
深に関係なく自宅から離れた安全な場所に避
難しましょう。

「土砂災害警戒区域」
「浸水区域」
に該当する場合はチェック。

ハザードマップで浸水深を確認します。
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『マイ・タイムライン』記入の仕方

✓


